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（潘輝注編、19 世紀）、『欽定大南会典事例』（19 世紀）、『欽定越史通鑑綱目』（19 世紀）、
『大南寔録』（20 世紀）、『大南列伝』（19 世紀）、『大南一統志』（19 世紀）などが代表的
な通史である。 
 現代に入って 1970 年代以降では、社会科学委員会主任兼史学院院長のグエン・カイ
ン・トアン（Nguyễn Khánh Toàn）が編集代表をつとめた『ベトナム歴史』３巻（社会
科学出版社）のうち第１巻が 1971 年、第２巻が 1985 年に出版された。史学院では 1990
年代に『原始時代から 10 世紀までのベトナム歴史』、『10 世紀から 15 世紀のベトナム
歴史』、『1858－1896 年のベトナム歴史』、『1897－1918 年のベトナム歴史』（1999 年）、
『1954－1965 年のベトナム歴史』（1995 年）、『1965－1975 年のベトナム歴史』を次々と
刊行している（以上、社会科学出版社）。教育出版社からは、チュオン・ヒュウ・クイ
ン（Trương Hữu Quýnh）、ディン・スアン・ラム（Đinh Xuân Lâm）、レ・マウ・ハン
（Lê Mậu Hãn）らを編者とする『ベトナム歴史大綱』の第１巻（原始時代から 1858 年
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まで）が 2001 年に、第２巻（1858 年～1945 年）が 2000 年に、第３巻（1945 年～2000
年）が 2001 年に、および『ベトナム歴史大綱全集』が 2002 年に出版されている。2007
年にはその改訂版が出されている。また同出版社からは、ファン・フイ・レ（Phan Huy 
Lê）を主編者としハノイ人文社会科学大学のスタッフらを共同執筆者とする『ベトナム
歴史』全４巻が 2012～2013 年に刊行されている。第１巻は起源から 14 世紀末までを、
第２巻は 14 世紀末から 19 世紀中葉までを、第３巻は 1858～1945 年までを、第４巻は
1945～2005 年までを扱っている。 
 本稿で紹介する『ベトナム歴史』はベトナム社会科学アカデミー・史学院のスタッフ
によって（総編集長チャン・ドゥック・クオン Trần Đức Cường）編纂されたもので、
2015 年にいったん刊行されたものの改訂版である。全 15 巻、１万ページ余りに及ぶ大
部のもので、ベトナム民主共和国独立以来、最大のベトナム通史だとされている。 
 本書の全 15 巻の構成は次のようになっている。第１巻：起源から 10 世紀まで。第２
巻：10 世紀～14 世紀。第３巻：15 世紀～16 世紀。第４巻 17 世紀～18 世紀。第５巻：
1802～1858 年。第６巻：1858～1896 年。第７巻：1897～1918 年。第８巻：1919～1930
年。第９巻：1930～1945 年。第 10 巻：1945～1950 年。第 11 巻：1951～1954 年。第 12






トナムの歴史』明石書店、2008 年）では、「古代」が原始時代から 10 世紀、「中世」が
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えば、Trần Thục Nga chủ biên, Lịch Sử Việt Nam 1945-1975,Nhà Xuất Bản Giáo Dục, 
Hà Nội,1987. 86 ページ）、ベトナム共和国と国名を使用するのは中立的である。ただ、
「傀儡」と呼ばないことには国内の反対もあり、ベトナム人民軍隊政治総局宣訓局の元
局長のグエン・タイン・トゥアン（Nguyễn Thanh Tuấn）中将は、本書が「傀儡」を使
用していないため回収を求めた（http://www.sbtn.tv/ 23-08-2017. 最終閲覧日 2018 年１




























10 月、中国は若干の防御武器をベトナムに援助した。1977 年、中国はベトナムに 90 万
トンの食糧を貸し付けた。 






 1977 年７月 25 日、在北京ベトナム大使館は、国境問題に関する外務次官級の協議を
1977 年９月下旬に開くことに同意するとの李先念・中国副首相の通告を受け取った。
次官級協議は３ラウンド開かれた。最初の２ラウンドは、1977 年９月 20 日から 1977 年
12 月２日まで北京で８回開かれた。３番目のラウンドは 1977 年 12 月 13 日から 26 日
までハノイで開かれた。すべての協議は合意にまで至らなかった。協議が行われている




を進めると、中国は華人問題を取り上げ、非協力の動きをとった。1978 年５月 12 日、
中国は口上書を送付し、中国政府は 21 案件のベトナムへの援助を打ち切るとの通告を
おこなった。1978 年５月 18 日、ベトナム政府は中国政府に口上書を送り、ベトナムに
おける華人問題についてのベトナム政府の観点を示した。1978 年５月 25 日、ベトナム
外務省は、ベトナムにおける華人問題に対するベトナム政府の政策を中国が歪曲してい
ることに関する声明を出した。 
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６月 20 日から入国するのを許可した。 




た。1978 年８月８日から９月 26 日まで両国の外務次官級協議がおこなわれた。協議は、
北方国境で中国が各国境ゲートを閉鎖し華人をベトナムに押し戻している状況のなか
で、ハノイで７回おこなわれた。協議は成果がえられなかった。1978 年９月 26 日、再
度中国側は協議の無期限停止を一方的に宣言した。 
 1978 年 10 月３日、ベトナム外務省は中国大使館に覚書を送り、中国武装勢力がベト
ナムの領土を連続的に侵犯しているのに抗議した（７月に 50 回、８月に 323 回、９月
に 723 回）。1978 年 10 月 12 日、ベトナム外務省は、中国が日増しにベトナム領土への
侵犯を強め、ベトナムの安寧を脅かしているのに激しく抗議する声明を出した。 

















 1978 年 12 月 30 日、ベトナム外務省はチュオンサとホアンサの両諸島［訳注：中国
名では南沙と西沙］に対するベトナムの主権が「不可侵犯」であることに関する声明を
出した。緊張状態が頂点に達した。 




とライチャウ省では 10～15 キロ、カオバン省では 40～50 キロ、ベトナム領内に深く入
った。 
 ベトナムの軍と民は力強く戦闘して祖国の領土を防衛し、６万 2500 人の敵を戦闘か
ら排除し、３個連隊、18 個大隊を殲滅して重大な損害を与え、550 台の軍用車（そのう










 1979 年３月５日、国会常務委員会は 1959 年憲法第 53 条に基づき、「総動員」の決定
を下した。同日、トン・ドゥック・タン国家主席は総動員令を公布し、抗戦の勝利を保
証するのに必要な人材・物資を動員しようとした。 
 同じく 1979 年３月５日、政府評議会は祖国を防衛するため、全人民の軍事化、全人












争の解決を目指すため、外務次官級での中越協議を提案してきた。1979 年３月 14 日、
中国は全軍を撤退し帰国させた。 
 ハノイは防御線を建設するためグエン・フエ団を設立した。1979 年３月 15 日から 30
日、のべ３万人がグエン・フエ団に参加し、防御線を建設し、戦闘に奉仕した。 
 1979 年５月 28 日から 30 日まで、第６期国会第５回会合は北方国境における祖国の
領土防衛戦争の状況に関する報告を聞き、「２つの祖国防衛戦争の偉大な勝利と新しい
状況を前にしたわが人民の任務」に関する決議を採択した。越中の外務次官級協議は
1979 年４月 18 日からハノイで第１ラウンドが、1979 年６月８日から北京で第２ラウン






 1979 年６月 20 日、外務省は出国ベトナム人問題に関する声明を出した。1979 年６月
28 日から 12 月 19 日まで、第２ラウンドの越中外務次官級協議が北京で開かれた。10
回の会合が開かれたが、協議は成果をえることができなかった。 
 1979 年８月７日、ベトナム外務省は再度、「チュオンサ諸島とホアンサ諸島はベトナ





















 1980 年８月 26 日、ベトナム外務省は東南アジアでの緊張状況の実質とその問題を解
決する道筋を明確に描いた覚書を公布した。 
 
